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大
中
臣
祭
主
の
家
に
か
ん
す
る
研
究
余
滴

　
　
　
　
―
名
前
の
「
親
」
字
の
読
み
―

比　

企　

貴　

之　
　

　
　
は
じ
め
に

　

國
學
院
大
學
図
書
館
が
所
蔵
す
る
『
藤
波
家
文
書
』
は
、
古
代
・
中
世
・
近
世
の
長
き
に
渉
り
伊
勢
神
宮
の
祭
主
を
世
襲
し
た
藤
波
家

に
伝
来
し
た
一
大
資
（
史
）
料
群
で
あ
る（

（
（

。

　

こ
の
藤
波
家
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
る
と
、
古
代
以
来
伊
勢
神
宮
の
祭
主
の
職
を
担
っ
て
き
た
神
祇
氏
族
大
中
臣
氏
の
う
ち

か
ら
、
平
安
後
期
―
十
一
世
紀
半
ば
―
に
な
る
と
以
後
の
祭
主
を
独
占
的
に
継
承
す
る
一
流
が
確
立
す
る
。
後
年
、
こ
の
一
流
は
伊
勢
神

宮
の
諸
事
へ
の
影
響
力
を
強
化
す
る
が
、
そ
の
足
が
か
り
と
な
っ
た
の
は
十
世
紀
最
末
期
に
伊
勢
に
拠
点
を
構
え
た
こ
と
で
、
と
く
に
そ

の
主
流
た
る
歴
代
は
伊
勢
神
宮
や
離
宮
院
か
ら
も
ほ
ど
近
い
岩
出
（
現
三
重
県
度
会
郡
玉
城
町
岩
出
）
に
邸
第
を
構
え
て
在
国
時
の
恒
常

的
拠
点
と
し
た
。
史
料
の
う
え
で
も
「
号
岩
出
」
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
周
囲
か
ら
も
同
系
出
身
の
歴
代
祭
主
が
「
岩
出
祭

主
」「
岩
出
殿
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
す
を
概
ね
室
町
後
期
ま
で
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
続
く
安
土
桃
山
期
に
同
系
の
歴
代
が
如
何

に
冠
称
し
た
か
は
不
分
明
（
恐
ら
く
岩
出
で
あ
ろ
う
）
だ
が
、
江
戸
前
期
―
十
七
世
紀
半
ば
過
ぎ
―
に
な
る
と
拠
点
を
ふ
た
た
び
京
都
に
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定
め
て
朝
廷
社
会
の
構
成
員
に
復
し
、
公
家
的
性
格
を
濃
厚
に
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
と
き
同
家
の
朝
堂
（
堂
上
公
家
）
復
帰
の
動
き

に
と
も
な
い
、
家
名
も
「
藤
波
」
を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
家
か
ら
で
た
最
後
の
祭
主
は
第
四
二
代
当
主
の
教
忠
（
在
祭
主
：
天
保

十
年
〈
一
八
三
九
〉～
一
八
七
一
〈
明
治
四
〉
年
）
で
、
明
治
の
新
た
な
時
代
を
迎
え
る
と
と
も
に
そ
れ
ま
で
の
神
祇
官
の
官
職
と
祭
主

職
を
解
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
宮
廷
と
の
所
縁
は
そ
の
後
も
維
持
さ
れ
た
。

　

一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
に
完
成
し
た
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
神
宮
祭
主 

藤
波
家
文
書
目
録
』（
一
九
九
七
、
國
學
院

大
學
）
に
よ
る
と
、
藤
波
家
よ
り
國
學
院
大
學
へ
と
寄
贈
さ
れ
た
資
・
史
料
の
総
点
数
は
八
七
三
点
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
以
前
、
当
主
で

あ
っ
た
故
藤
波
道
忠
氏
は
、
史
料
す
な
わ
ち
家
伝
来
の
文
書
・
記
録
の
継
承
に
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
を
も
っ
て
お
り
、
寄
贈
先
候
補
と
し

て
い
く
つ
か
の
機
関
を
熟
慮
し
た
す
え
、
つ
い
に
一
九
九
一
年
に
國
學
院
大
學
へ
と
打
診
す
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
さ
い
預
け
る
に
あ

た
っ
て
は
、
藤
波
家
の
歴
史
に
つ
い
て
書
籍
と
し
て
ま
と
め
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
示
さ
れ
た
と
い
う
。
か
く
し
て
『
藤
波
家
文
書
』
は
、 

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
の
預
か
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
た
だ
ち
に
日
本
文
化
研
究
所
（
当
時
）
の
ス
タ
ッ
フ
ら
に
よ
り
岡
田
莊
司

氏
を
中
心
と
し
た
藤
波
家
文
書
研
究
会
が
組
織
さ
れ
、
わ
ず
か
二
年
ほ
ど
で
同
会
編
『
大
中
臣
祭
主 

藤
波
家
の
歴
史
』（
続
群
書
類
従

完
成
会
、
一
九
九
三
）
の
編
述
を
成
し
遂
げ
、
さ
ら
に
日
本
文
化
研
究
所
編
『
大
中
臣
祭
主 

藤
波
家
の
研
究
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、

二
〇
〇
〇
）
の
刊
行
へ
と
漕
ぎ
着
け
た
の
で
あ
っ
た（

（
（

。
そ
し
て
両
書
の
う
ち
、
と
り
わ
け
『
大
中
臣
祭
主 

藤
波
家
の
歴
史
』
は
、
藤
波

家
と
い
う
一
つ
の
家
に
集
積
さ
れ
た
『
藤
波
家
文
書
』
を
基
盤
史
料
に
据
え
て
そ
の
編
述
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
家
誌
と
い
う

所
期
の
性
格
以
上
に
、
神
道
・
歴
史
・
社
会
科
学
・
産
業
・
芸
術
・
文
学
の
斯
学
に
裨
益
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、『
藤
波
家
文
書
』
の
調
査
と
研
究
に
よ
り
え
ら
れ
た
成
果
の
一
つ
に
、「
藤
波
家
で
は
名
前
の
「
親
」
字
を
「
む
つ
」
と
読
む
」 

と
い
う
知
見
が
あ
る
。
こ
れ
は
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
の
鳥
羽
天
皇
即
位
の
折
に
大
中
臣
親
定
が
奏
上
し
た
と
さ
れ
る
「
天
神
寿
詞
」 

（
応
永
八
年
〈
一
四
〇
一
〉
写
・「
中
臣
秘
書
」）
の
本
文
中
に
「
中
臣
ノ
祭
主
正
四
位
上
行
神
祇
大
副
大
中
臣
親ム

ツ

定
」
と
注
記
が
施
さ
れ
て 
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い
る
こ
と
か
ら
、
平
安
院
政
期
以
降
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
「
親
」
字
を
有
す
家
人
の
名
も
そ
う
読
ん
だ
の
だ
ろ
う
と
推
断
す
る
も
の
で

あ
り
、
か
つ
前
記
『
大
中
臣
祭
主 

藤
波
家
の
研
究
』
に
お
け
る
一
貫
し
た
読
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
ん
に
ち
、
か
か
る
推
断
は
、
例
え
ば 

「
西
田
氏
が
紹
介
さ
れ
た
守
晨
本
と
同
じ
大
中
臣
親む

つ
さ
だ定

が
奏
上
し
た
寿
詞
を
記
録
し
た
も
の
で（

（
（

、」
と
、
神
道
学
の
方
面
で
継
承
さ
れ
て
い

る
ら
し
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
古
文
書
な
ど
に
お
け
る
仮
名
と
く
に
振
り
仮
名
は
、
そ
の
読
み
上
げ
―
音
声
に
よ
る
表
現
―
を
前
提
と
し
た
も
の
で
、

振
り
仮
名
が
散
在
的
に
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
「
と
く
に
当
該
の
字
の
読
み
に
注
意
す
べ
き
、
な
い
し
通
常
と
は
こ
と
な
る
特
殊

な
読
み
」
と
考
え
る
の
が
常
識
的
理
解
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
親
定
じ
し
ん
の
奏
上
に
か
か
る
寿
詞
に
、
み
ず
か
ら
の
名
前
の
読
み
（
し

か
も
名
乗
り
の
一
字
に
だ
け
）
に
振
り
仮
名
を
必
要
と
し
た
の
か
、
素
朴
に
疑
問
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
親
」
字
を
「
む
つ
」
と
読
む
の

は
、
ど
う
や
ら
当
該
「
天
神
寿
詞
」
だ
け
に
依
拠
し
た
考
え
の
よ
う
で
、
い
か
に
も
根
拠
薄
弱
の
観
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
。
い
ま
や
『
大
中

臣
祭
主 

藤
波
家
の
歴
史
』
は
、
古
代
・
中
世
の
神
祇
関
係
史
や
伊
勢
神
宮
史
に
取
り
組
む
う
え
で
は
必
読
の
基
礎
的
文
献
で
あ
り
、
座

右
に
す
べ
き
書
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
万
一
、
同
家
の
人
物
―
と
く
に
そ
の
読
み
―
に
つ
い
て
で
錯
誤
を
生
じ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
な
ら
ば
、
永
く
斯
界
の
恨
み
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
親
」
字
を
も
っ
た
藤
波
家
の
人
物
周
辺
の
同
時
代
史
料
を

改
め
て
捜
索
し
そ
の
読
み
方
に
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
、
天
津
寿
詞
の
資
料
的
な
評
価
に
も
一
考
を
進
め
た
い
。

　
　
一
　
輔
親
の
読
み

　
『
大
中
臣
祭
主 

藤
波
家
の
歴
史
』
に
収
載
す
る
「
藤
波
家
祭
主
列
伝
」
は
、第
一
代
常
磐
（
六
世
紀
）
か
ら
第
四
三
代
言
忠
（
二
十
世
紀
）

に
い
た
る
歴
代
当
主
を
列
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
読
み
を
示
す
と
と
も
に
そ
の
履
歴
を
整
理
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
十
一
世

紀
前
半
の
祭
主
で
あ
っ
た
輔
親
に
つ
い
て
、
同
書
は
以
下
の
ご
と
く
記
す
。
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第
十
四
代　

輔
親
（
す
け
ち
か
）

　
　

�

天
暦
八
年
（
九
四
五
）～
長
暦
二
年
（
一
〇
三
八
）。
藤
波
本
『
中
臣
秘
書
』
に
曾
孫
親
定
の
「
親
」
を
「
ム
ツ
」
と
訓
む
と
見
え
る
の
で
、

「
輔
親
」
は
「
ス
ケ
ム
ツ
」
と
訓
ん
だ
可
能
性
も
高
い
。
父
は
能
宣
で
、
母
は
藤
原
清
兼
の
女
。
四
条
及
び
岩
出
と
号
す
。（
後
略
）

　

い
わ
ゆ
る
祭
主
藤
波
家
の
歴
代
の
な
か
で
名
前
に
「
親
」
字
を
も
っ
た
初
見
は
こ
の
輔
親
で
、
右
の
と
お
り
「
藤
波
家
祭
主
列
伝
」

で
は
項
目
名
と
し
て
「
す
け
ち
か
」
を
掲
げ
る
も
の
の
、
解
説
文
で
は
「
す
け
む
つ
」
と
読
ん
だ
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
も
示
唆
し
て 

い
る
。
な
お
、「
藤
波
家
祭
主
列
伝
」
は
執
筆
担
当
者
の
明
記
が
な
い
の
で
、
一
先
ず
こ
の
「
輔
親
＝
す
け
ち
か
（
あ
る
い
は
す
け
む
つ
）」

説
は
、
藤
波
家
文
書
研
究
会
の
公
式
見
解
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
同
書
中
藤
森
馨
氏
は
、「
中
臣
秘
書
」
に
つ
い
て
説
明
す

る
な
か
で
「
藤
波
家
の
先
祖
に
あ
た
る
大
中
臣
親む

つ
さ
だ定
（
十
七
代
当
主
）
が
奏
上
し
た
寿
詞
の
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る（

（
（

。」
と
、
や
は
り 

「
む
つ
さ
だ
」
と
読
ん
で
い
る
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
二
〇
二
四
年
二
月
に
國
學
院
大
學
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
同 

研
究
開
発
推
進
機
構 

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
（
神
道

宗
教
学
会
共
催
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
伊
勢
神
宮　

古
代
・
中
世
移
行
期
論
の
射
程
」
の
質
疑
で
、
藤
森
氏
は
「
藤
波
本
『
中
臣
秘
書
』

に
親
定
の
「
親
」
を
「
む
つ
」
と
訓
む
と
見
え
る
か
ら
、「
輔
親
」
は
「
す
け
む
つ
」
と
訓
む
べ
き
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
な
さ
っ
て 

い
る（

（
（

。
他
な
ら
ぬ
拙
報
告
（「
古
文
書
学
か
ら
み
た
伊
勢
神
宮
の
中
世
的
変
容
―
祭
主
下
文
・
宮
司
符
・
宮
司
庁
宣
を
め
ぐ
っ
て
―
」）
で

「
輔す

け
ち
か親
」
と
連
呼
し
た
こ
と
へ
の
ご
指
摘
で
あ
る
。
そ
の
場
で
は
「
確
か
に
、
そ
う
い
え
ば
『
大
中
臣
祭
主 

藤
波
家
の
歴
史
』
で
は
、
中

世
前
期
の
祭
主
の
「
親
」
字
を
随
分
と
変
わ
っ
た
読
み
か
た
を
し
て
い
た
な
」
て
い
ど
の
薄
ぼ
ん
や
り
と
し
た
記
憶
が
蘇
っ
た
に
過
ぎ
ず
、

「
輔
親
＝
す
け
む
つ
」
説
に
た
い
し
当
意
即
妙
の
お
返
事
を
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
祭
主
大
中
臣
氏

の
中
世
的
変
容
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
な
か
で
、
や
は
り
「
親
」
字
を
「
む
つ
」
と
読
む
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
に
い

た
っ
た
。
本
稿
は
、
遅
ま
き
な
が
ら
「
輔
親
＝
す
け
む
つ
」
説
へ
の
返
答
と
い
う
側
面
も
併
せ
持
つ
。
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行
論
に
先
立
っ
て
輔
親
の
経
歴
を
示
し
て
お
く
と
、
当
初
は
蔵
人
所
衆
と
し
て
勤
め
、
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
十
月
の
除
目
で
文
章
生

と
な
り
、
永
延
二
年
（
九
八
八
）
八
月
に
勘
解
由
判
官
と
な
っ
た
。
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）
八
月
に
は
皇
太
后
宮
職
（
詮
子
）
の
権
少

進
も
兼
ね
る
よ
う
に
な
る
。
翌
年
九
月
に
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
、
叙
爵
の
の
ち
冷
泉
上
皇
（
安
和
二
年
〈
九
六
九
〉
禅
譲
、
寛
弘
八
年 

〈
一
〇
一
一
〉
崩
）
の
院
判
官
代
を
勤
め
た
と
い
う
。
な
お
、
こ
の
か
ん
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
に
は
美
作
介
に
任
じ
ら
れ
、
そ
し
て
長
保 

三
年
（
一
〇
一
四
）
二
月
に
は
つ
い
に
祭
主
の
職
を
襲
う
に
い
た
っ
た
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
藤
原
道
長
の
姉
で
円
融
天
皇
女
御
で
あ
っ
た
詮
子
（
一
条
天
皇
国
母
）
の
皇
太
后
宮
権
少
進
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で 

あ
る
。
神
祇
官
人
で
あ
り
な
が
ら
歌
人
と
し
て
も
高
名
で
あ
っ
た
輔
親
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
か
れ
が
道
長
を
中
心
と
す
る
文
人
ネ
ッ
ト 

ワ
ー
ク
の
一
環
に
包
摂
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
類
推
で
き
よ
う
。
事
実
、
祭
主
と
な
っ
た
数
ヵ
月
後
に
催
さ
れ
た
東
三
条
院
詮
子
の
四
十
賀

（
長
保
三
年
十
月
）
に
さ
い
し
、
道
長
や
藤
原
公
任
と
い
っ
た
公
卿
や
専
門
歌
人
（
藤
原
輔
尹
・
源
道
済
・
源
兼
澄
・
橘
為
義
・
藤
原
為
時
）

ら
に
交
じ
り
屏
風
和
歌
を
詠
進
し
て
い
る（

（
（

が
、
こ
の
と
き
の
算
賀
が
実
弟
道
長
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
国
文
学
研
究
に
お

け
る
知
見
の
蓄
積
か
ら
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る（

（
（

。
同
様
に
和
歌
に
絡
ん
で
で
は
、
一
条
天
皇
の
勅
を
う
け
た
北
野
行
幸
に
ま
つ
わ
る
歌
の

詠
進（

（
（

、
道
長
息
女
の
中
宮
彰
子
を
国
母
に
も
つ
後
一
条
天
皇
（
道
長
外
孫
）
の
大
嘗
会
（
悠
紀
）
の
歌
作（

（
（

、
あ
る
い
は
道
長
息
男
で
摂
政

藤
原
頼
通
の
大
饗
用
屏
風
新
調
時
の
作
歌
と
い
っ
た
事
蹟
を
検
出
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
御
堂
関
白
記
』
を
繙
く
と
「
美
作
守

（
介
ヵ
）輔
親

献
牛
一
頭（

（1
（

、」
と
の
記
述
が
み
え
、
両
者
間
に
直
接
的
な
繋
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
に
疑
う
余
地
は
な
い
。
転
じ
て
、
か
れ
の
美
作
介
任
官

も
道
長
と
の
関
係
を
背
景
と
し
た
こ
と
さ
え
推
定
さ
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
輔
親
は
、
確
か
に
道
長
の
周
辺
に
形
成
さ
れ
た
文
人
集
団
の

一
角
に
、
い
わ
ゆ
る
受
領
層
を
母
体
と
す
る
専
門
歌
人
と
し
て
位
置
し
て
い
た
と
い
え
る（

（1
（

。

　

そ
こ
で
道
長
の
周
辺
に
位
置
し
た
文
人
ら
が
、
そ
の
述
作
の
な
か
で
輔
親
を
仮
名
で
表
記
し
て
い
る
可
能
性
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
例

え
ば
、
前
述
の
詮
子
四
十
賀
で
の
屏
風
和
歌
の
詠
進
者
と
し
て
名
を
連
ね
た
源
兼
澄
（
天
暦
十
年
〈
九
五
五
〉
？
～
長
和
元
年
？
）
は
、 
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こ
れ
を
契
機
に
道
長
と
の
繋
が
り
を
強
め
て
い
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
、
二
年
後
の
道
長
主
催
の
歌
合
に
参
加
し
て
い
る
事
実
か
ら
推
察
可

能
で
あ
る（

（1
（

。
そ
の
私
家
集
『
源
兼
澄
集
』
の
伝
本
は
近
世
初
頭
こ
ろ
の
成
立
の
も
の
し
か
な
く
、
中
世
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
は
残
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
だ
が
、
そ
う
し
た
な
か
福
井
迪
子
氏
は
従
来
の
二
類
四
系
統
に
基
づ
く
分
類
を
発
展
的
に
継
承
し（

（1
（

、
一
・
二
・
三
系

へ
の
再
整
理
の
う
え
、
と
く
に
一
・
二
系
間
に
は
決
定
的
な
優
劣
の
差
が
認
め
ら
れ
ず
、
講
読
に
あ
た
っ
て
は
相
互
に
参
看
す
べ
き
こ
と

を
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
島
原
市
立
図
書
館
松
平
家
文
庫
本
（
一
系
〈
旧
異
本
系
〉）
を
底
本
と
し
た
春
秋
会
編
『
源
兼
澄
集

全
釈
〈
私
家
集
全
釈
叢
書
10
〉』
を
用
い
、
輔
親
の
名
が
記
さ
れ
た
場
面
を
取
り
上
げ
よ
う
。

　
　
　
　
す（

輔

親

）

け
ち
か
が
、
つ（

露

草

）

ゆ
く
さ
の
花
こ
ひ
て
侍
る
、
か〔
う
つ
〕へ
し
つ
か
は
す
と
て

　
　

て（
手
）に
つ（
摘
）み
て
み
づ
か
ら
そ（
染
）め
し
は（
花
）な
な
れ
ば
と（
年
）し
は
ふ（
経
）れ
ど
も
い（
色
）ろ
は
か
は
ら
ず
（
77
番
歌
）

　

輔
親
と
兼
澄
と
の
あ
い
だ
の
や
り
と
り
、
転
じ
て
両
者
の
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
歌
で
、
そ
こ
で
兼
澄
は
輔
親
を
「
す
け 

ち
か
」
と
記
し
て
い
る
。
交
流
の
密
な
る
こ
と
は
、
ほ
か
に
も
81
・
95
・
96
・
107
番
歌
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
輔
親
と
の
歌

の
応
答
を
記
し
て
「（
か
へ
し
）
す
け
ち
か（

（1
（

」
と
す
る
な
ど
、
同
家
集
で
は
一
貫
し
て
「
す
け
ち
か
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
家
集
に

は
輔
親
の
父
で
祭
主
も
務
め
た
大
中
臣
能
宣
と
の
交
流
を
示
す
詞
書
や
歌
も
み
え
る
。
能
宣
と
い
え
ば
「
梨
壺
の
五
人
」
に
屈
指
さ
れ
る

ご
と
く
、
歌
人
と
し
て
い
っ
そ
う
高
名
で
あ
る
。
例
え
ば
、
36
番
歌
は
、
兼
澄
が
能
宣
邸
に
た
び
た
び
訪
問
し
て
い
た
よ
う
す
を
明
ら
か 

に
す
る
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
「
よ（

能

宣

）

し
の
ぶ
と
も
ろ
と
も
に
伊
勢
へ
い
き
し
に
」（
40
番
歌
）
の
詞
書
の
ご
と
く
、
能
宣
と
連
れ
立
っ

て
伊
勢
国
に
下
向
（
能
宣
の
祭
主
と
し
て
の
伊
勢
神
宮
へ
の
下
向
に
随
行
し
た
も
の
か
）
し
た
と
き
の
歌
も
収
載
さ
れ
る
（
85
・
110
番
歌
）

な
ど
、
能
宣
と
き
わ
め
て
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
う
し
た
能
宣
・
輔
親
父
子
と
の
親
密
な
交
流
の
背
景
に
は
、
和
歌
と
い
う
結
節
点
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
そ
も

そ
も
兼
澄
が
そ
の
妻
室
に
能
宣
子
女
（
輔
親
妹
）
を
迎
え
て
い
た
こ
と
を
よ
り
大
き
な
要
因
と
し
て
想
定
す
べ
き
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
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能
宣
は
舅
、
輔
親
と
は
義
兄
弟
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
能
宣
や
輔
親
と
の
近
さ
―
姻
戚
関
係
―
も
考
慮
す
る
に
、

輔
親
を
「
す
け
ち
か
」
と
記
す
『
源
兼
澄
集
』
は
、
そ
の
読
み
方
に
つ
い
て
の
有
力
な
証
言
と
い
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

藤
原
道
長
周
辺
の
文
化
圏
に
は
、
紫
式
部
や
和
泉
式
部
と
い
っ
た
閨
秀
も
い
た
。
紫
式
部
は
中
宮
彰
子
の
い
わ
ば
サ
ロ
ン
構
成
員
と

な
る
が
、
そ
の
契
機
と
な
る
そ
も
そ
も
の
召
し
出
し
は
道
長
と
の
所
縁
に
よ
っ
た
。
彼
女
の
記
し
た
評
論
・
随
筆
的
『
紫
式
部
日
記
』 

（
寛
弘
五
年
〈
一
〇
〇
八
〉～
同
七
年
）
に
は
、
中
宮
彰
子
の
皇
子
（
敦
成
）
出
産
後
、
彰
子
へ
の
饗
膳
（「
御
膳
ま
ゐ
る
」）
の
場
面
が
活

写
さ
れ
て
い
て
、
当
日
の
陪
膳
を
勤
め
た
女
房
八
名
の
う
ち
に
輔
親
息
女
で
や
は
り
著
名
な
歌
人
で
あ
る
伊
勢
大
輔
も
含
ま
れ
て
い
た
ら

し
く
、「
い
せ
の
さ
い
し
ゆ
す
け
ち
か
か
女
」
と
み
え
る（

（1
（

。
た
だ
し
、
こ
ん
に
ち
に
伝
わ
る
『
紫
式
部
日
記
』
は
全
体
が
原
形
の
ま
ま
で

は
な
く
、
多
く
の
変
形
や
削
除
を
経
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（1
（

点
は
考
慮
を
要
そ
う
。
け
れ
ど
も
一
方
で
、
や
は
り
道
長
の
召
人
の
一

人
で
あ
っ
た
和
泉
式
部
も
「
こ
の
か
た
し
た
る
わ
り
こ
を

、
さ
い
す
ゝ
け
ち
か
か
り
て
か
へ
す
と
て
、
か
り
の
こ
を
い
れ
て
」（『
和
泉
式
部
集
』

515
番
歌
詞
書
）
と
記
し
て
い
る（

（1
（

。『
和
泉
式
部
集
』
の
伝
本
群
（
五
系
統
）
の
な
か
で
も
書
写
時
期
が
も
っ
と
も
早
く
、
本
文
・
書
様
の

う
え
で
も
他
本
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
評
さ
れ
る
松
井
簡
治
博
士
旧
蔵
静
嘉
堂
蔵
本（

（1
（

の
記
載
で
あ
る
か
ら
、
翻
っ
て
『
紫
式
部
日
記
』
の

表
記
も
古
態
を
伝
え
る
も
の
と
考
え
る
余
地
は
大
い
に
あ
ろ
う
。

　

輔
親
没
後
、
平
安
後
期
―
い
わ
ゆ
る
摂
関
期
―
の
文
学
的
蓄
積
を
土
壌
と
し
て
、
ふ
た
た
び
天
皇
周
辺
で
の
文
学
的
機
運
の
高
ま
り
を

み
せ
る
な
か
、
十
一
世
紀
後
半
（
平
安
院
政
期
）
に
白
河
天
皇
の
勅
命
に
よ
っ
て
成
立
し
た
の
が
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
で
あ
る（

（1
（

。
選
者
の

藤
原
通
俊
（
永
承
二
年
〈
一
〇
四
七
〉
～
康
和
元
年
〈
一
〇
九
九
〉）
は
白
河
天
皇
側
近
の
歌
人
で
あ
っ
た
。
和
歌
史
研
究
の
方
面
か
ら
は
、

か
れ
の
実
母
は
伊
勢
大
輔
（
夫
高
階
成
順
）
の
息
女
と
推
定
さ
れ
て
い
て
、
輔
親
の
い
わ
ば
外
曾
孫
に
あ
た
る
と
さ
れ
る（

（2
（

。
恐
ら
く
通
俊

は
、
頼
基
、
能
宣
、
輔
親
、
伊
勢
大
輔
と
続
く
い
わ
ゆ
る
〝
重
代
歌
人
〟
の
系
譜
に
み
ず
か
ら
が
位
置
す
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
た
こ
と

で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
同
撰
集
に
輔
親
が
関
係
す
る
歌
が
複
数
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
曾
祖
父
輔
親
の
名
に 
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つ
い
て
、懐
円
法
師
が
輔
親
邸
を
訪
れ
た
と
き
の
詠
歌
に
さ
い
し
て
の
詞
書
「
か
ち
よ
り
す
け
ち
か
が
六
条
の
い
へ（

（2
（

に
ま
か
れ
り
け
る
に
」

（
雑
一
838
番
歌
）
と
あ
る
こ
と
で
、「
す
け
ち
か
」
と
読
（
呼
）
ん
で
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

一
方
、
同
集
神
祇
部
の
冒
頭
に
は
、
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
の
い
わ
ゆ
る
長
元
託
宣
事
件
の
と
き
に
斎
王
嫥
子
と
祭
主
輔
親
と
の
あ

い
だ
に
交
わ
さ
れ
た
贈
答
歌
が
以
下
の
と
お
り
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

�
長
元
四
年
六
月
十
七
日
に
伊
せ（

勢
）の

い（
斎
宮
）

つ
き
の
内
の
宮
に
ま
い（

ゐ
）り

て
は（

侍
）べ

り
け
る
に
、
に
は
か
に
あ（

雨
）め

ふ（
降
）り

か（
風
）ぜ

ふ（
吹
）き

て
、
い（

斎
宮
）

つ
き
み
づ
か

ら
託
宣
し
て
祭
主
輔
親
を
め（
召
）し

て
お
ほ
や
け
の
御
こ（

事
）と

な
ど
お（

仰
）ほ

せ
ら
れ
け
る
つ
い
で
に
、
た
び
〳
〵
〳
〵
御
み（
酒
）き

め
し
て
、
か
は
ら
け
た
ま

は
す
と
て
よ
ま
せ
た
ま
へ
る

　
　

さ
か
づ（
月
）き
に
さ
や
け
き
か
げ
の
み（
見
）え
ぬ
れ
ば
ち（
塵
）り
の
お
そ
り
は
あ
ら
じ
と
を
し（
知
）れ

　
　
　
　
御
か（
返
）へ
り
た
て
ま
つ
り
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

祭
主
輔
親

　
　

お（
祖
父
）

ほ
ぢ
ゝ（
父
）ち
む（

孫

）

ま
ご
す（

輔

親

）

け
ち
か
み（
三
代
）よ
ま
で
に
い
た
ゞ
き
ま
つ
る
す（

皇

）

べ
ら
お
ほ
ん
か（
神
）み

　

こ
の
か
ん
の
状
況
に
つ
い
て
は
『
太
神
宮
諸
雑
事
記（

（2
（

』
が
詳
細
で
あ
る
か
ら
、
そ
ち
ら
も
参
看
し
つ
つ
前
後
の
状
況
を
整
理
す
る
と
、

長
元
四
年
六
月
の
月
次
祭
で
斎
王
嫥
子
が
内
宮
宮
域
に
参
進
し
た
と
き
、
急
な
風
雨
に
見
舞
わ
れ
た
う
え
最
近
の
斎
宮
寮
の
長
官
（
お
よ

び
そ
の
妻
女
）
の
不
敬
を
難
じ
る
旨
の
託
宣
を
え
た
と
い
う
。
対
応
に
あ
た
っ
た
の
は
祭
主
輔
親
で
、
斎
王
か
ら
は
朝
廷
に
か
か
わ
る
言

動
も
あ
っ
た
。
そ
の
さ
い
神
酒
を
立
て
続
け
に
数
杯
あ
お
り
、
輔
親
に
も
盃
を
勧
め
て
一
首
を
詠
じ
、
そ
れ
に
輔
親
も
ま
た
歌
で
応
じ

た
も
の
で
あ
る
。
大
意
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、「
盃
に
映
じ
る
澄
み
切
っ
た
月
の
ご
と
く
、
疑

念
を
差
し
挟
む
こ
と
な
く
託
宣
を
承
れ
」
と
の
歌
に
、「
祖
父
以
来
三
代
に
わ
た
り
皇
大
神
に
お
仕
え
申
し
上
げ
て
い
る
輔
親
な
の
で
、 

し
か
と
承
り
ま
し
ょ
う
」
と
返
歌
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

4

4

4

4

4

4

も
の
で
あ
る
。

　

と
い
う
の
も
、『
後
拾
遺
和
歌
集
』
に
み
え
る
託
宣
、
ひ
い
て
は
斎
王
嫥
子
と
祭
主
輔
親
間
で
じ
っ
さ
い
に
こ
う
し
た
や
り
と
り
が 
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あ
っ
た
か
真
偽
は
不
明
だ
か
ら
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
『
小
右
記
』
で
確
認
可
能
な
事
後
の
朝
廷
で
の
対
応
を
う
か
が
う
か
ぎ
り
、
記
主

の
藤
原
実
資
は
祭
主
輔
親
の
緩
慢
な
動
き
に
い
ら
だ
ち
を
隠
せ
て
い
な
い（

（2
（

。
森
瑞
枝
氏
も
ま
た
「
託
宣
事
件
そ
の
も
の
に
お
い
て
、
輔
親

が
主
導
的
役
割
を
果
た
し
た
と
は
認
め
が
た
く
、
詞
書
の
や
り
と
り
は
不
自
然
の
感
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。（
中
略
）
こ
の
歌
が
長
元
四
年

の
輔
親
詠
で
あ
る
か
ど
う
か
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
わ
れ
て
な
ら
な
い（

（2
（

」
と
す
る
。
真
偽
の
ほ
ど
は
と
も
か
く
、
こ

こ
で
重
要
な
の
は
十
一
世
紀
後
半
の
藤
原
通
俊
が
こ
の
歌
を
知
り
得
た
経
緯
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う
。
森
氏
は
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
収
載
の

伊
勢
大
輔
の
歌
の
性
格
に
つ
い
て
の
指
摘（

（2
（

を
ふ
ま
え
つ
つ
、
通
俊
が
大
中
臣
歌
人
内
に
お
け
る
伝
承
歌
を
も
採
取
可
能
な
環
境
に
あ
っ
た

こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
輔
親
の
孫
康
資
王
母
や
実
母
（
伊
勢
大
輔
息
女
）
ら
在
京
の
親
族
ル
ー
ト
で
の
情
報
取
得
を
想
定
す
る
か
か

る
立
場
に
依
拠
す
る
な
ら
ば
、
翻
っ
て
輔
親
の
次
世
代
・
次
々
世
代
の
血
縁
者
に
お
い
て
、
輔
親
は
確
か
に
「
す
け
ち
か
」
と
し
て
認
知

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
、
本
節
で
は
「
輔
親
」
の
読
み
に
つ
い
て
、
輔
親
と
直
接
な
い
し
間
接
に
か
か
わ
り
を
も
っ
た
人
び
と
に
よ
り
編
ま
れ
た
述
作
、

ま
た
輔
親
没
後
に
成
立
し
た
随
筆
や
私
家
集
に
お
い
て
、
か
れ
の
名
前
は
確
か
に
「
す
け
ち
か
」
と
読
ま
れ
（
呼
ば
れ
）
て
い
た
こ
と
を

確
認
で
き
た
と
考
え
る
。

　
　
二
　
親
仲
の
読
み

　

一
先
ず
前
節
で
は
、
親
定
か
ら
約
一
〇
〇
年
近
く
過
去
の
曾
祖
父
輔
親
に
つ
い
て
、
そ
の
「
親
」
字
を
「
む
つ
」
と
読
む
可
能
性
は
限

り
な
く
乏
し
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
わ
け
だ
が
、
親
定
以
降
、「
親
」
字
を
「
む
つ
」
と
読
み
は
じ
め
た
と
い
う
可
能
も
排
除
で
き
な
い
。

と
は
い
え
問
題
の
親
定
そ
の
人
に
つ
い
て
そ
の
名
前
を
仮
名
で
表
し
た
文
献
は
管
見
に
触
れ
な
い
か
ら
、
差
し
あ
た
り
親
定
以
降
の
歴
代

中
「
親
」
字
を
名
前
に
も
つ
人
物
が
ど
う
読
ま
れ
た
か
を
確
認
す
る
の
が
堅
実
で
あ
ろ
う
。
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な
お
、「
藤
波
家
祭
主
列
伝（

（2
（

」
で
は
、
親
定
以
降
の
「
親
」
字
を
有
す
る
人
物
に
つ
い
て
、
親
仲
（
む
つ
な
か
）、
親
隆
（
む
つ
た
か
）、

親
忠
（
む
つ
た
だ
）、
親
世
（
む
つ
よ
）
と
立
項
す
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
所
載
の
系
図
に
は
、
親
康
（
親
定
息
男
）、
師
親
（
同
）、
親
章

（
親
仲
息
男
）、
親
俊
（
親
康
息
男
）
ら
非
当
主
の
家
人
が
連
な
る
が
、
そ
の
読
み
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
右
記
の
親
仲
以
下
の

記
載
を
み
る
に
、
藤
波
家
文
書
研
究
会
で
は
親
康
以
下
に
つ
い
て
も
の
べ
つ

4

4

4

「
む
つ
」
と
読
ん
で
い
る
可
能
性
も
高
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
親
仲
の
読
み
を
追
っ
て
み
た
い
。
そ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
の
が
、親
定
・
親
仲
父
子
と
同
時
代
の
歌
人
で
源
俊
頼
（
天
喜
二
年 

〈
一
〇
五
五
〉
頃
～
大
治
四
年
〈
一
一
二
九
〉）
の
私
家
集
で
あ
る
。
源
俊
頼
と
い
え
ば
白
河
上
皇
の
命
に
よ
り
『
金
葉
和
歌
集
』
を
撰
進

し
、
歌
論
書
『
俊
頼
髄
脳
』
を
編
述
し
た
こ
と
で
と
り
わ
け
有
名
で
あ
る
。
後
年
、
そ
の
歌
風
は
藤
原
定
家
や
後
鳥
羽
上
皇
ら
に
よ
っ
て

高
く
評
価
さ
れ
た
。
以
下
に
取
り
上
げ
る
『
散
木
奇
歌
集
』（
大
治
三
年
頃
成
立
）
は
、
そ
ん
な
か
れ
の
詠
歌
を
集
成
し
た
自
撰
の
書
で
、

成
立
時
期
に
つ
い
て
は
1417
番
歌
の
存
在（

（2
（

か
ら
『
金
葉
和
歌
集
』
撰
進
後
の
最
晩
年
に
自
作
の
整
理
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
確
実
視
さ
れ

て
い
る
。
本
文
に
つ
い
て
は
関
根
慶
子
氏
以
来
の
研
究
蓄
積
が
あ
り
、
現
在
で
は
概
ね
二
系
統
に
整
理
す
る
こ
と
が
常
識
的
理
解
と
な
っ

て
い
る（

（2
（

。
こ
れ
ら
伝
本
群
の
う
ち
で
も
、
そ
の
優
位
的
性
格
に
つ
い
て
比
較
的
衆
目
の
一
致
し
て
い
る
の
が
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本
で
、
な
か

で
も
以
下
の
歌
は
祭
主
大
中
臣
氏
と
の
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
も
の
と
い
え
る
。

　
　
　
　

�

伊
勢
に
侍
り
け
る
こ
ろ
、
祭
主
親
定
が
い（
岩
出
）

は
て
と
い
ふ
家
お（

面

白

）

も
し
ろ
し
と
聞
き
て
ま（
罷
）か
り
て
見
け
る
に
、
ま
こ
と
に
お
も
し
ろ
か
り
け
る
中

に
も
川
向
ひ
の
山
づ
ら
い
ふ
な
り
け
る
が
思
ひ
出
で
ら
れ
て
よ
め
る

　
　

を（

遠

近

）

ち
こ
ち
の
と（
外
山
）

や
ま
の
す（
裾
）そ
を
恋
し
と
も
い
は
で
思
へ
ば
し（
知
）る
人
も
あ
ら
じ

　

俊
頼
が
伊
勢
国
に
下
向
し
て
い
た
と
き
、
祭
主
親
定
（
長
久
四
年
〈
一
〇
四
三
〉～
保
安
三
年
〈
一
一
二
二
〉。
在
祭
主
：
寛
治
五
年

〈
一
〇
九
一
〉～
保
安
三
年
）
の
岩
出
の
邸
第
の
興
を
そ
そ
る
よ
う
す
で
あ
る
こ
と
を
耳
に
し
、
訪
れ
た
と
こ
ろ
じ
つ
に
そ
の
と
お
り
で 

宮
川
対
岸
の
山
の
斜
面
の
よ
う
す
が
印
象
深
か
っ
た
こ
と
に
ち
な
ん
だ
詠
歌
と
い
う
。
右
掲
の
と
お
り
、「
親
定
」
と
漢
字
表
記
す
る 
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た
め
、
そ
の
読
み
は
判
然
と
し
な
い
点
、
残
念
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
右
の
歌
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
な
る
文
例
も
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
こ
ん
に
ち
財
団
法
人
冷
泉
時
雨
亭
文
庫（

（3
（

が
蔵
す
る 

『
散
木
奇
歌
集
』
の
一
本
で
、
外
題
に
は
「
源
木
工
集
」（
巻
一
は
内
題
を
「
散
木
竒
歌
什
」
と
し
、
巻
二
～
巻
十
は
「
散
木
強
謌
什
」
と

す
る
）
と
あ
る
も
の
に
収
載
さ
れ
る
同
じ
歌
で
あ
る
。
同
書
は
こ
の
詞
書
お
よ
び
歌
を
以
下
の
ご
と
く
記
す
。

　
　
　
　

�

い（
伊
勢
）セ

に
は（

侍
り
）

へ
り
け
る
こ
ろ
、
ひ（

常

陸

守

）

た
ち
の
か
み
ち（

親

仲

）

か
な
か
ヽ
い（

岩
出
）

は
て
の
す（

住
処
）

み
か
を（

面

白

）

も
し
ろ
し
と
き（

聞
）ヽ

て
、
み（

見
）に

下
り
た
り
け
る
に
ま
こ
と
に

お（

面

白

）

も
し
ろ
か
り
け
る
、
な
か
に
も
か（

川
）ハ

の
と（

外
山
）

や
ま
の
す（

裾
）そ

の
お
か
し
く
み（

見
）え

け
れ
ハ
、
又
の
ひ（

日
）い（

言

遣

）

ひ
つ
か
ハ
し
け
る

　
　

お
ち
こ
ち
の
と
山
の
す
そ
を
こ
ひ
し
と
も
い
は
て
お
も
へ
は
し
る
人
も
な
し

　

詠
じ
ら
れ
て
る
経
緯
や
景
観
な
ど
は
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本
ほ
か
と
同
じ
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
細
か
な
部
分
で
の
字
句
の
書
き
換
え

が
認
め
ら
れ
る
。

　

冷
泉
本
『
源
木
工
集
』
に
つ
い
て
の
川
村
晃
生
氏
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
外
題
お
よ
び
巻
一
冒
頭
の
二
丁
程
度
と
奥
書
が
定
家
の
筆

に
か
か
り
、
奥
書
の
文
言
か
ら
も
と
も
と
あ
っ
た
家
本
（
定
家
母
〈
藤
原
親
忠
女
、
美
福
門
院
加
賀
〉
筆
）
が
紛
失
し
た
こ
と
を
惜
し
み
、

そ
れ
以
前
に
藤
原
兼
宗
（
あ
る
い
は
藤
原
兼
基
の
可
能
性
も
あ
り
）
が
書
写
を
し
て
い
た
所
持
本
を
借
り
受
け
て
、
ふ
た
た
び
書
写
せ
し

め
た
も
の
と
さ
れ
る
。
な
お
、
本
文
そ
の
も
の
の
書
写
者
に
は
定
家
の
側
近
子
女
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
書
写
の
の
ち
定
家
に
よ
る
校
訂

が
加
わ
っ
た
と
推
考
さ
れ
る
と
い
う
。
問
題
は
、
前
掲
歌
お
よ
び
詞
書
が
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本
以
下
の
い
わ
ゆ
る
流
布
本
（
完
本
）
群
と

異
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
こ
の
点
、
川
村
氏
は
い
わ
ゆ
る
流
布
本
と
冷
泉
本
『
散
木
奇
歌
集
』（『
源
木
工
集
』）
と
の
緻
密
な
比
較
検

討
を
経
た
う
え
で
、
項
目
立
・
部
立
構
成
の
相
違
、
欠
脱
・
新
出
歌
の
存
在
、
詞
書
の
相
違
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
両
書
間
に
顕
著

な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
従
っ
て
冷
本
は
、『
散
木
奇
歌
集
』
の
草
稿
本
的
性
格
を
濃
厚
に
有
す
」
と
そ
の
性
格
を
考
え
ら
れ

て
い
る
。
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そ
こ
で
問
題
の
歌
に
か
か
わ
っ
て
で
、
草
稿
本
段
階
か
ら
流
布
本
へ
と
整
え
ら
れ
る
過
程
で
書
き
換
え
ら
れ
た
部
分
を
示
す
と
、
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
【
冷
泉
本
（
草
稿
本
）】　　
　
　
　
　
　

【
流
布
本
】

　
　

⑴　

ひ
た
ち
の
か
み
ち
か
な
か　
　

→　

祭
主
親
定

　
　

⑵　

す
み
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

→　

家

　
　

⑶　

み
に
下
り
た
り
け
る
に　
　
　

→　

ま
か
り
て
み
け
る
に

　
　

⑷　

か
ハ
の
と
や
ま
の
す
そ　
　
　

→　

川
向
ひ
の
山
づ
ら

　
　

⑸　

お
か
し
く
み
え
け
れ
ハ　
　
　

→　

い
ふ
な
り
け
る
が

　
　

⑹　

又
の
ひ
い
ひ
つ
か
ハ
し
け
る　

→　

思
ひ
出
で
ら
れ
て
よ
め
る

　
　

⑺　

し
る
人
も
な
し　
　
　
　
　
　

→　

し
る
人
も
あ
ら
じ

　

門
外
の
漢
た
る
ゆ
え
、
書
き
換
え
に
よ
る
歌
の
優
劣
は
判
じ
が
た
い
け
れ
ど
、
と
く
に
⑴
の
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本
以
下
で
は
岩
出
第
の

主
を
「
祭
主
親
定
」
と
記
す
一
方
、
冷
泉
本
『
源
木
工
集
』
で
は
「
ひ
た
ち
の
か
み
ち
か
な
か
」
し
て
い
る
点
は
、
両
書
間
の
顕
著
な
違

い
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
こ
に
登
場
す
る
「
ち
か
な
か
」
は
、
祭
主
親
定
の
息
男
の
親
仲
を
指
す
。「
藤
波
家
祭
主
列
伝
」
は
、

　
　
　
　

第
十
八
代　

親
仲
（
む
つ
な
か
）

　
　

�

？
～
保
延
六
年
（
一
一
四
〇
）。
父
は
親
定
で
、
母
は
三
善
章
経
の
女
。
常
陸
守
な
ど
を
へ
て
、
官
位
は
正
四
位
下
神
祇
大
副
・
伊

勢
守
に
進
み
、
昇
殿
を
許
さ
れ
た
。
保
延
四
年
祭
主
職
を
望
む
が
、
別
流
の
清
親
が
親
仲
は
衰
老
と
訴
え
、
願
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
行
年
六
十
八
歳
。
神
霊
号
は
大
中
臣
朝
臣
親
仲
命
神
霊
。
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と
紹
介
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
念
の
た
め
、
史
料
か
ら
も
確
認
し
て
お
こ
う
。
康
和
五
年
（
一
一
〇
四
）
に
「
件
祈
祭
主
親
定
卿
男
伊
勢

前
司
親
仲
、
従
今
日
三
箇
日
参
彼
宮
令
祈
申（

（3
（

」
と
の
記
述
が
み
え
、
親
仲
が
伊
勢
神
宮
に
お
い
て
祈
祷
を
勤
仕
し
て
い
る
記
載
が
あ
り
、

こ
の
時
点
で
す
で
に
前
伊
勢
守
で
あ
っ
た
。
一
方
、
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
正
月
に
は
「
常
陸
親
仲

任
中

」（
（3
（

と
い
う
記
述
が
み
え
る
が
、
こ
れ

は〝
親
仲
が
す
で
に
常
陸
守
で
あ
っ
た
（
＝
任
中
）〟こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、〝
任
中
上
臈
を
超
越
し
て
親
仲
が
常
陸
介
に
任
じ
ら

れ
た
〟こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。「
法
性
寺
殿
御
記（

（3
（

」
所
収
の
天
治
二
年
正
月
二
十
一
日
付
「
紀
成
忠
申
文
」
に
は
、「
超
越
上
臈
任
受
領

官
例
」
と
し
て
親
仲
の
常
陸
介
任
官
に
言
及
す
る
（「
大
中
臣
親
仲　

元
永
二
年
超
越
任
中
之
上
臈
、
任
常
陸
介
」）
か
ら
で
あ
る（

（3
（

。
つ
ま

り
、
親
仲
は
十
一
世
紀
最
末
期
に
伊
勢
守
に
任
官
さ
れ
、
任
期
を
終
え
た
あ
と
は
一
一
一
〇
年
代
を
お
も
に
散
位
と
し
て
過
ご
し
、
元
永

二
年
の
春
除
目
で
常
陸
介
に
任
じ
ら
れ
た
（
大
治
二
年
に
「
常
陸
前
司（

（3
（

」
と
あ
り
）
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
こ
ま
で
に
取
り
上
げ
た
古
記
録
の
記
載
か
ら
も
明
白
な
よ
う
に
、
冷
泉
本
『
散
木
奇
歌
集
』
で
親
仲
を
「
常
陸
守
」
と
す
る 

の
は
、「
常
陸
介
」
の
誤
り
だ
が
、
そ
も
そ
も
常
陸
国
は
親
王
任
国
で
あ
る
。
古
記
録
類
で
同
国
の
「
介
」
が
「
守
」
と
し
て
記
載
さ
れ
る 

の
は
、
事
実
上
、
実
態
と
し
て
の
守
た
る
こ
と
か
ら
両
者
が
混
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
冷
泉
本
『
散
木
奇
歌
集
』
の
記
載
も
同
様
の
ケ
ー

ス
と
考
え
た
い
。
し
た
が
っ
て
一
方
の
「
藤
波
家
祭
主
列
伝
」
の
「
常
陸
守
な
ど
を
へ
て
」
と
い
う
記
述
は
、
解
説
文
と
し
て
は
誤
り
で
あ

ろ
う
。
あ
る
い
は
「
中
臣
大
系
図（

（3
（

」
と
い
っ
た
親
仲
の
経
歴
に
「
常
陸
守
」
を
書
き
上
げ
た
史
料
の
記
載
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

閑
話
休
題
。
そ
れ
で
は
草
稿
本
で
「
常
陸
守〔

介
〕親
仲
」
と
し
て
い
た
の
が
、
成
稿
（
流
布
本
）
時
に
「
祭
主
親
定
」
へ
と
書
き
改
め
ら
れ

た
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
を
想
定
で
き
る
の
だ
ろ
う
。
川
村
氏
は
、「
親
長

（
マ
マ
）、
親
定
の
い
ず
れ
と
も
解
し
得
る
よ
う
な
場
合
で
あ
っ 

た
の
か
。
或
い
は
錯
誤
か（

（3
（

」
と
す
る
ば
か
り
だ
が
、
そ
も
そ
も
同
歌
は
俊
頼
が
伊
勢
国
へ
と
下
向
し
岩
出
の
邸
宅
を
訪
れ
た
さ
い
の
、 

か
れ
じ
し
ん
の
取
材
に
基
づ
く
詠
歌
で
あ
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
、
錯
誤
と
は
考
え
が
た
い
。
す
る
と
当
時
じ
っ
さ
い
に
岩
出
邸
に

あ
っ
た
の
は
（
祭
主
親
定
の
子
息
）
親
仲
で
、
現
に
俊
頼
の
対
応
に
あ
た
っ
た
の
も
か
れ
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
一
方
、 
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流
布
本
の
「
祭
主
親
定
」
は
、
成
稿
に
あ
た
り
書
き
換
え
ら
れ
た
（
書
き
直
さ
れ
た
）
箇
所
と
い
え
る
。
俊
頼
は
親
定
と
親
仲
と
を
錯
誤

し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
両
者
の
判
別
が
つ
か
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
明
確
に
両
者
を
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
俊
頼
は
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
修
訂
を
施
し
た
の
か
。
そ
の
確
た
る
理
由
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
も
の
の
、
推
定
し
う
る
可
能

性
の
一
つ
と
し
て
両
者
の
経
歴
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
父
で
祭
主
と
な
っ
た
親
定
に
た
い
し
、
親
仲
は
大
治
三
年

（『
散
木
奇
歌
集
』
成
立
）
な
い
し
大
治
四
年
（
俊
頼
卒
去
）
時
点
で
知
命
を
過
ぎ
て
な
お
も
祭
主
就
任
の
見
込
み
が
な
か
っ
た
。
そ
う
し

た
状
況
下
、『
散
木
奇
歌
集
』
を
最
終
的
に
取
り
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
俊
頼
が
い
ま
だ
一
受
領
に
過
ぎ
な
か
っ
た
親
仲
か
ら
、
祭
主
と

し
て
実
積
を
重
ね
て
い
た
親
定
の
ほ
う
が
詠
歌
に
相
応
し
い
と
考
え
、
邸
第
の
主
を
書
き
換
え
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
。
実
際
、
十
二
世
紀
前
半
に
は
、
す
で
に
大
中
臣
氏
族
の
な
か
で
も
こ
の
岩
出
を
拠
点
と
し
た
一
流
が
祭
主
の
家
と
し
て
事
実
上
確
立

を
み
た
。
な
お
も
京
都
で
の
職
務
を
有
す
祭
主
に
代
わ
り
、
家
子
ら
が
目
代
と
し
て
現
地
に
あ
っ
て
諸
事
を
掌
る
こ
と
は
十
一
世
紀
中
葉

以
来（

（3
（

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
さ
い
、
か
れ
ら
の
拠
点
と
な
っ
た
の
が
こ
の
岩
出
邸
で
あ
っ
た
。
邸
第
は
祭
主
親
定
の
も
の
で
あ
っ
た

の
だ
か
ら
、「
祭
主
親
定
が
い（

岩
出
）

は
て
と
い
ふ
家
」
と
記
載
を
改
め
た
こ
と
も
、
強
ち
に
虚
飾
と
は
い
い
切
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、

親
仲
が
常
陸
介
在
任
の
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
俊
頼
の
岩
出
邸
訪
問
は
元
永
二
年
か
ら
大
治
元
年
の
七
年
間
の
う
ち
の
出
来
事
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
。
恐
ら
く
か
れ
は
常
陸
介
を
重
任
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

か
く
し
て
親
定
の
後
代
（
実
子
）
親
仲
に
つ
い
て
も
、
そ
の
「
親
」
字
は
「
む
つ
」
で
は
な
く
、
や
は
り
「
ち
か
」
と
読
ま
れ
（
呼
ば

れ
）
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
こ
ま
で
一
・
二
節
を
つ
う
じ
、
親
定
を
基
点
と
し
て
か
れ
以
前
の
輔
親
、
そ
し
て
親
定
実
子
の
親

仲
に
つ
い
て
、
両
名
の
「
親
」
字
の
読
み
が
示
さ
れ
た
史
料
を
博
捜
し
つ
つ
、
ど
ち
ら
も
「
ち
か
」
と
読
ま
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。

残
念
な
が
ら
、
親
定
を
含
め
て
他
の
「
親
」
字
を
有
す
る
当
主
・
家
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、
そ
の
読
み
の
手
掛
か
り
と
な
る
も
の
は
管
見

に
は
触
れ
な
い
が
、
以
上
の
状
況
を
考
え
る
に
同
家
の
名
乗
り
の
「
親
」
字
は
基
本
的
に
「
ち
か
」
と
読
ま
れ
た
の
で
あ
っ
て
、「
む
つ
」
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と
読
ん
だ
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　
三
　
再
び
『
天
神
寿
詞
』
へ

　

そ
こ
で
改
め
て
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
先
学
が
「
親
」
を
「
む
つ
」
と
読
む
根
拠
と
し
て
き
た
「
天
神
寿
詞
」（
応
永
八
年 

〈
一
四
〇
一
〉
写
・「
中
臣
秘
書
」）
の
そ
の
史
（
資
）
料
と
し
て
の
評
価
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
は
こ
こ
で
の
検
討
に
先
立
ち
翻
刻
文

を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
同
書
の
用
字
や
一
行
あ
た
り
の
字
詰
め
（
改
行
）
に
準
じ
、さ
ら
に
参
考
注
を
（　

）
で
、

同
様
に
〔　

〕
で
校
訂
注
を
施
し
た
。
な
お
、
傍
訓
や
送
り
仮
名
の
位
置
が
適
切
で
な
い
も
の
は
適
宜
調
整
を
加
え
た
。

　
　

食メ
セ
斗
事コ

ト

依ヨ
セ
志
奉
天
天
降リ
㘴㘴テ
之
後
仁
中
ー

　
　

臣
乃
遠
都ツ

神ミ天ノ兒
屋
根
命
止
皇ス

へ

御ミ

尊

　
　
乃
御ミ

前
仁
奉（マ

マ
） 天
レ

仕ヘ天ノ
忍ヲ

シ

雲ク
モ

根子
ノ

神
於
天ノ

15　
乃
二フ

タ

上カ
ミ
仁
奉
天レ
上ア

ケ

神
ー

漏
ー

岐
神
漏
美ノ命
乃

　
　

御
前
仁
受ウ

ケ

給ハ利
申
尓
皇ス

へ

御
孫
乃
尊
乃

　
　

御ミ

膳カ
シ
ハ

都ツ

水
波
宇ウ

都ツ

志シ

國
乃
水
於
天
津

　
　

水
夜
立タ

テ
ー

奉シ
牟止
申
セ利
事
ー

教ヘ給
志仁
天ノ
忍ヲ

シ

雲

　
　

根
乃
神
天
乃
浮
雲
仁
乗
天
天
乃
二フ

タ

上カ
ミ

20　
仁
奉
ー

上
㘴㘴
天
神
漏
岐
神
漏
美
乃
前
仁

　
　

受
ー

給リ
申
セ波
皇
御
孫
尊
乃
天
乃
玉
櫛
於

　
　

事
依
奉
天
此
玉
櫛
於
刺サ

シ
ー

立タ
テ
ヽ

自リ二

夕
日
一

至
二

1　

壽
詞
文　
　

祭
主
親
定
勤
仕

　
　

現ア
ラ

ー

御ミ

神ト止
大ヲ

ヽ

八ヤ

嶋ノ
所ヲ二
○

知
ル
ヽ

イ

食
一
湏
大ヲ

ヽ

倭ヤ
マ
ト

根子
ー

　
　

子コ

天ス
へ
ラ
キ皇
我
御ミ
ー

前
尓
天ツ
神
乃
壽ヨ
ー

詞コ
ト
遠ヲ
稱

　
　

辞
定
奉
良
久

止

申
湏
髙
天
原
尓
神
留
湏
皇ス

へ

5　

親ム
ツ

神
漏
伎
神
漏
美
乃
命
於
持
天
八
百

　
　

万
乃
神
達
於
神
集
メ
賜
天
皇
孫
ノ
尊ラ

ハ波

　
　

髙
天
原
仁
事
始
天
豊
葦
原
乃
瑞
穂
乃

　
　

國
於
安
國
止
平
介久
所
ー

知
食
天
天
都ツ

日ヒ

　
　

飼ツ
キ
乃
天

〔
嗣
〕

都ツ

髙
ー

御ミ

食ク
ラ
尓
御マ

シ
ー

座マ
シ
天
天
ー

都ツ
ー

膳
カ
シ
ハ
テ

10　
於
長キ
御ミ
ー

膳
カ
シ
ハ
テ乃
遠キ
御ミ

膳
カ
シ
ハ
テ止
千チ

秋
乃
五イ

百ヲ

　
　

秋
仁
瑞ミ

ツ

穂ホ

於
平
介久
安
介久
由ユ

ハ

仁
所シ

ロ
ー

知シ

所
ル
ヽ

イ

〔
ヲ
〕
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朝
ー

日
照ス

ニ一
万天
天
都ツ

詔ノ

刀ト

乃
太フ

ト

刀ノ

言ヿ

於
告マ

ウ
サ
レ礼

　
　
礼（
衍
）

如クレ

此
告

マ
ウ
サ
レ波

麻
知
波
弱
韮ニ

ラ
仁
由ユ

都ツ

五イ

25　

百ホ
ノ

篁タ
カ
ム
ラ

生ヲ
ヒ

ー

出イ
テ
牟
自リレ

其ソ
レ

天
下リ
天
天
乃
八
井

　
　

出
牟
此
於
持
天
天
津
水
止
所キ

コ聞
食メ

セ
ト

止

　
　

事
依
奉
波
〔
岐
ヵ
〕如クレ

此ノ依
奉
志
任
ー

任
〔
コ
〕

仁
所キ

ヨ聞

　
　

食シ
メ
湏
由
乃
瑞
穂
於
四ヨ

方モ

乃
國
乃
卜

　
　

部ヘ

等ラ

大サ
マ

兆〳
〵
仁
卜ウ

ラ

事ナ
ヘ
乎
持

〔
太
〕

天
奉

（
マ
マ
）

悠
記〔

紀
〕近

30　

江
國
甲
賀ノ郡ノ
主シ

キ基
仁
丹

（
マ
マ
）

後
國
氷
上
郡

　
　
於
齋イ

ワ
ヒ

定
天
物
ー

部
乃
人
等ラ

酒
ー

造リ
兒コ

酒サ
カ

波ナ
ミ

　
　

粉コ

走ハ
シ
リ

灰ハ
イ

焼ヤ
キ

薪キ

採コ
リ

相ア
ヒ

作ツ
ク
リ
テ

稲イ
ナ

実ミ
ノ公

ー

等ラ

大ヲ
ホ

嘗ナ
メ

　
　

会ア
ヒ
乃
齋イ

ハ
ヒ

場
尒
持モ

チ

齋イ
マ
波利
参モ

テ

来マ
ウ
テ
天
今
ー

年
乃

　
　

十シ

一モ

月ツ
キ
乃
中
都
卯
日

チ由〔
ユ
〕ー

志シ
ー

理リ
ー

伊イ
ー

都ツ
ー

志シ
ー

35　

理リ

持モ
チ

恐コ
シ
コ
ト利
弥尓

也タ
シ青ア
ヲ

麻ヌ
サ

波
利
仁
奉
レ

仕ヘ利

　
　

月ノ内
仁
日
時
於
撰ヒ定
天
献
留
悠
紀
主シ

ル

　
　

基
乃
御
ー

膳
里〔

黒
〕木
白
木
乃
大ヲ

御モ

酒サ
ケ
於
大

　
　

倭
根
子
天
皇
我
天マ
都ツ

御
ー

膳
乃
長キ
御ミ

ー

膳

　
　

遠キ御
ー

膳
斗
知（汁） 仁

ル
毛
実
仁毛
赤
丹
乃
穂
仁毛
所

40　

聞
食
湏
豊ノ
明リ
尓
御
座ス
毛
天
都ツ

社
國
津

　
　

社
稱
辞
定
奉
留
皇ス

へ

神カ
ミ

等タ
チ
母
千チ

ヽ
ノ

秋ア
キ

五イ
ノ

百

　
　

秋
乃ノ
相ア

イ

嘗ナ
メ
尓
相イ
宇
豆ツ
乃比
奉

ツ
カ
ヘ
マ
ツ利リ

堅
ー

磐
常
ー

　
　

磐
仁
齋イ

ハ
イ

奉
天
伊イ

賀カ

志シ

御ミ

世ヨ

尓
栄

サ
カ
へ
シ
メ志女

奉

　
　
利
自リ
二

天
仁
元
年
一

始
天
与ト

天メ
ー

地チ

日ヒ

月ツ
キ

共ニ

45　

照
志
明ア

キ
ラ
良志
御ヲ

ハ
シ
マ
サ
ン㘴㘴
事
仁

（
マ
マ
）

本モ
ト

末ス
へ

不ス
レ

〔
イ
カ
シ
〕

傾カ
タ
ム
カ

茂ホ
コ

檜ヘ

　
　
乃
中
執ト

リ

持モ
チ
天
奉
レ

仁〔仕〕留ヘ
中
臣ノ
祭
主
正
四

　
　

位
上
行
神
祇
大
副
大
中
臣
親ム

ツ

定
加
壽ヨ

　
　

詞コ
ト
於
稱
辞
定
奉ラ
久止
申
天
申
久
天ス

へ
ラ
キ
カ皇朝

　
　

廷
尓
奉ツ

カ
ヘ

ー

仕マ
ツ
ル

親ミ
コ
タ
チ王
諸マ

ウ
ケ
キ
ン
タ
チ

ー

王
諸ノ
臣シ

ン

百モ
ヽ
ノ

ー

官ツ
カ
サ

人
ー

等ラ

50　

天ノ
下シ

タ

四
方ノ
國
乃
百ヲ

ヽ
ー

姓タ
カ
ラ

諸モ
ロ
〳
〵

集ヲ
コ
ナ
ハ侍
利
見

ミ
シ
ロ
シ
メ
シ
玉
ヘ
食

　
　
倍
尊タ

ウ
ト
シ食
倍
歓

ヨ
ロ
コ
ハ
シ
メ
玉
食
倍
聞キ

コ

食シ
ヘ
倍
天
皇
朝
廷

　
　
仁
茂
世
仁
八
桑
枝
乃
如
久
立タ

チ

栄サ
カ
へ

奉マ
ツ
ル

レ

仕

　
　
留
倍

支

祷
事
於
恐
美
恐
美
毛
申
給
波
久

斗

申

　
　
　
　

寿
私
記
詞

○

奏
者
祭
主
以
素
紙
書
也
於
大

55　
　

極
殿
読
近
之
従
二

公
家
一

不
被
書
下
之

　
　
　
　
　

于
時
応
永
八
年
辛巳
十
一
月
三
日
書
写
畢

（
衍
）

〔
槍ホコ
〕

　

天
神
寿
詞（

（3
（

は
「
中
臣
寿
詞
」
と
も
い
わ
れ
る
祝
詞
の
一
つ
で
、
天
皇
の
践
祚
大
嘗
祭
の
儀
式
に
お
い
て
中
臣
氏
が
奏
上
を
お
こ
な
っ
た
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も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
平
安
前
期
当
時
の
四
時
恒
例
の
祭
儀
や
臨
時
の
祭
儀
で
読
ま
れ
た
二
七
篇
の
祝
詞
を
収
載
す
る『
延
喜
式
』（
神
祇
・

巻
第
八　

祝
詞
）
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
に
「
中
臣
寿
詞
」
の
写
本
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
、
二
系
統
（
四
本
）
で
あ
る
。
一
つ
は
、「
天
仁
元
年
（
鳥
羽
天
皇
）
中

臣
寿
詞
」
系
統
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
群
で
、
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
十
一
月
、
鳥
羽
天
皇
の
大
嘗
祭
の
と
き
に
当
時
祭
主
で
も
あ
っ
た
大

中
臣
親
定
が
奏
上
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
群
に
は
二
つ
の
写
本
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
一
本
は
こ
こ
で
問
題
と
す
る
⑴
國
學

院
大
學
図
書
館
蔵
『
藤
波
家
文
書
』（「
天
神
寿
詞
」〈「
中
臣
秘
書
」〉）
本
で
、
前
掲
翻
刻
文
の
と
お
り
奥
に
は
室
町
前
期
の
応
永
八
年 

（
一
四
〇
一
）
の
書
写
で
あ
る
旨
の
記
載
が
あ
る
。
そ
し
て
一
本
は
西
田
長
男
が
写
真
図
版
を
掲
載
の
う
え
学
界
に
紹
介（

（4
（

し
た
⑵
同
氏
旧

蔵
「
中
臣
寿
詞
」
で
、
こ
ち
ら
は
室
町
後
期
の
内
宮
正
員
禰
宜
で
あ
る
荒
木
田
（
薗
田
）
守
晨
の
写
業
に
か
か
る
一
本
で
あ
る
。
両
書
は

共
通
祖
本
を
有
す
関
係
と
の
指
摘
が
藤
森
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

　

も
う
一
つ
の
系
統
は
、平
安
院
政
期
の
公
卿
藤
原
頼
長
（
保
安
元
年
〈
一
一
二
〇
〉～
保
元
元
年
〈
一
一
五
六
〉）
の
日
記
『
台
記
（
別
記（

（4
（

）』 

の
「
康
治
元
年　

大
嘗
会
」
に
収
載
さ
れ
た
も
の
に
端
を
発
す
る
系
統
で
、
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
十
一
月
の
近
衛
天
皇
の
大
嘗
祭
に

さ
い
し
て
当
時
祭
主
で
も
あ
っ
た
大
中
臣
清
親
が
奏
上
し
た
、
い
う
な
れ
ば
「
康
治
元
年
（
近
衛
天
皇
）
天
神
寿
詞
」
系
統
で
あ
る
。
同

時
代
史
料
の
『
台
記
（
別
記
）』
に
所
載
さ
れ
る
点
で
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
だ
が
、
江
戸
中
期
以
降
の
故
実
家
な
い
し
国
学
者
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
広
く
世
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
そ
の
一
本
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
⑶
神
宮
文
庫
が
所
蔵

す
る
江
戸
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
有
職
故
実
家
で
壺
井
義よ

し

知ち
か

（
明
暦
三
年
〈
一
六
五
七
〉～
享
保
二
十
年
〈
一
七
三
五
〉）
が
校
訂

し
た
「
中
臣
寿
詞
」
の
写
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
青
木
紀
元（

（4
（

氏
が
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、
氏
は
義
知
自
筆
で
こ
そ
な
い
も
の
の
、
そ
の
成
立

は
か
れ
の
死
よ
り
五
十
年
以
上
を
経
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
江
戸
中
・
後
期
の
国
学
者
で
あ
る
本
居
宣
長
は 

『
玉
か
つ
ま
』
の
冒
頭
に
そ
の
全
文
を
掲
げ
て
い
る
の
だ
が
、
か
れ
は
そ
の
さ
い
「
今
は
三
・
四
本
を
合
せ
見
て
」
対
校
の
う
え
片
仮
名
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で
傍
訓
を
付
し
た
の
だ
と
い
う
。
の
ち
、
さ
ら
に
深
い
考
察
を
経
た
う
え
で
最
終
的
な
清
書
本
（
傍
訓
な
し
）
と
さ
れ
る
一
本
（
本
居
宣

長
記
念
館
蔵
）
を
も
の
し
た
と
さ
れ
る（

（4
（

。

　

以
上
の
両
系
統
諸
本
の
状
況
を
念
頭
に
お
い
た
と
き
、
⑴
は
内
容
的
に
も
書
写
識
語
（
書
写
年
代
）
的
に
も
古
態
を
伝
え
る
も
の
で

あ
り
、
か
つ
保
存
状
況
も
良
好
で
他
本
（
⑵
）
の
欠
落
を
補
わ
し
む
る
本
で
あ
る
点
、
き
わ
だ
っ
た
特
徴
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
し
た 

が
っ
て
、
か
か
る〝
藤
波
家
伝
来
〟の
史
料
に
「
親ム

ツ

定
」
と
傍
訓
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
た
だ
ち
に
同
家
で
「
親
」
字
が
「
む
つ
」
と

読
ま
れ
て
き
た
の
だ
と
強
烈
に
印
象
づ
け
る
も
の
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

し
か
し
、
前
掲
の
翻
刻
（
本
号
の
口
絵
も
参
照
の
こ
と
）
の
細
部
に
は
、
い
く
つ
か
気
に
な
る
点
も
あ
る
。
ま
ず
は
仮
名
遣
い
で
あ
る
。 

こ
れ
は
本
文
と
傍
訓
と
の
そ
れ
ぞ
れ
に
指
摘
で
き
る
が
、
本
文
に
か
か
わ
っ
て
で
は
、
例
え
ば
送
り
仮
名
「
ヲ
」
で
あ
る
。
古
体
に
属

す
ワ
行
の
「
遠
」（
3
行
目
〈
二
紙
表
〉）
そ
し
て
「
乎
」（
29
行
〈
三
紙
裏
〉）
が
各
一
ヵ
所
ず
つ
し
か
み
え
な
い
の
に
た
い
し
、「
於
」 

（
ア
行
「
オ
」）
が
計
一
七
ヵ
所
に
も
お
よ
ぶ
頻
出
ぶ
り
で
、「
天
仁
元
年
（
鳥
羽
天
皇
）
中
臣
寿
詞
」
に
は
す
で
に
「
ヲ
」
の
「
オ
」
へ
の 

転
訛
・
混
用
（
か
つ
後
者
の
「
於
」
が
多
用
）
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、「
天
仁
元
年
（
鳥
羽
天
皇
）
中
臣
寿
詞
」
が
十
二

世
紀
前
半
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
ヲ
」「
オ
」
間
の
区
別
が
な
く
な
っ
た
平
安
後
期
（
十
一
世
紀
後
半（

（4
（

）
よ
り
あ
と
の
時
期

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
こ
で
の
混
用
状
況
も
問
題
な
い
か
の
ご
と
く
一
見
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
こ
の
約
四
十
年
後
の 

「
康
治
元
年
（
近
衛
天
皇
）
天
神
寿
詞
」
で
は
「
を
」
を
洩
れ
な
く
「
遠
」
と
用
字
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
看
過
で
き
な
い
も
の
で 

あ
る
。
そ
の
さ
い
、
藤
原
頼
長
の
日
次
記
（『
台
記
』）
に
は
、

　
　

卅�

日
、
戊
午
大
嘗
会
日
記
、
自
卯
至
午
別
記
也
、
始
自
去
廿
一
日
、
今
日
書
了
、
執
筆
山
城
前
吏
源
実
長
、
不
交
他
人
筆
、
但
未
読

之
、
実
長
・
予
等
忘
寝
食
書
之
、
予
雖
御
筆
不
執
筆
也
、
四
ケ
日
記
、
合
卅
六
枚（

（4
（

、

と
の
一
文
が
み
え
、
当
時
頼
長
は
別
記
と
し
て
「
大
嘗
会
日
記
」
を
ま
と
め
た
よ
う
で
あ
る
。
当
該
の
「
大
嘗
会
日
記
」
そ
の
も
の
は
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伝
存
し
な
い
も
の
の
、
右
記
か
ら
は
頼
長
や
源
実
長
ら
に
よ
っ
て
緻
密
な
編
纂
作
業
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
推
察
可
能
で
、
こ
の
と
き

祭
主
大
中
臣
清
親
が
奏
上
し
た
天
神
寿
詞
に
つ
い
て
も
編
纂
時
の
資
料
と
し
て
そ
の
現
物
を
か
れ
ら
が
手
に
し
た
可
能
性
は
き
わ
め
て 

高
い
。
そ
の
と
き
、
そ
の
作
業
に
あ
た
っ
て
頼
長
ら
が
底
本
と
は
こ
と
な
る
用
字
に
書
き
換
え
た
と
は
考
え
に
く
い
。
十
二
世
紀
半
ば
の

「
康
治
元
年
（
近
衛
天
皇
）
天
神
寿
詞
」
は
古
体
の
仮
名
遣
い
で
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

す
る
と
、
こ
れ
に
四
十
年
ほ
ど
先
立
つ
「
天
仁
元
年
（
鳥
羽
天
皇
）
中
臣
寿
詞
」（
写
本
）
で
「
ヲ
」
の
仮
名
遣
い
が
全
体
を
つ
う
じ

ア
行
優
勢
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
示
唆
す
る
も
の
と
は
、
こ
の
天
神
寿
詞
の
本
文
は
必
ず
し
も
古
体
、
ひ
い
て
は
全
体
的
に
も
古
態
を
留

め
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

併
せ
て
、
傍
訓
の
仮
名
遣
い
に
も
言
及
し
て
お
こ
う
。
例
え
ば
、「
大
」
の
漢
字
に
た
い
し
「
大ヲ

ヽ

八ヤ
ノ
嶋
」（
2
行
〈
二
紙
表
〉）
ま
た

は
「
大ヲ

ホ

嘗ナ
メ

会ア
ヒ

」（
32
行
〈
三
紙
裏
〉）
の
ご
と
く
「
ヲ
ヽ
」「
ヲ
ホ
」
の
両
様
の
傍
訓
を
施
す
。「
ヲ
ホ
」
が
古
体
で
、
一
方
の
「
ヲ
ヽ
」
は

長
音
表
記
で
あ
る
。
一
つ
の
完
結
し
た
史
料
の
な
か
で
表
記
に
揺
れ
が
あ
る
点
、
違
和
感
を
否
み
が
た
い
。
ま
た
傍
訓
表
記
の
不
統
一
は 

「
齋
」
の
字
に
た
い
す
る
「
イ
ワ
ヒ
」（
31
行
〈
二
紙
裏
〉）、「
イ
ハ
ヒ
」（
33
行
〈
三
紙
表
〉）、「
イ
ハ
イ
」（
43
行
〈
三
紙
裏
〉）
の
三
箇
所

に
も
い
え
る
。
音
韻
の
ハ
行
か
ら
ワ
行
へ
の
推
移
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
点
か
ら
、
や
は
り
「
天
仁
元
年
（
鳥
羽
天
皇
）
中

臣
寿
詞
」
よ
り
も
「
康
治
元
年
（
近
衛
天
皇
）
天
神
寿
詞
」
の
ほ
う
が
、
天
神
寿
詞
と
し
て
古
態
を
伝
え
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う（

（4
（

。

　
「
天
仁
元
年
（
鳥
羽
天
皇
）
中
臣
寿
詞
」
の
不
備
は
、
本
文
文
字
の
精
度
や
傍
訓
の
位
置
な
ど
か
ら
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

ず
⑴
で
は
「
持
恐
利
」（
35
行
〈
四
紙
表
〉）
に
た
い
す
る
「
モ
チ
」
の
傍
訓
が
「
恐
利
」
に
半
ば
掛
か
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
じ
つ
に
読

み
に
く
い
。
ま
た
続
く
「
恐コ

シ
コ
ト利
弥尓

也タ
シ

」
は
「
恐
れ
り
と
い
よ
い
よ
な
り
た
し
」
と
で
も
訓
む
の
だ
ろ
う
か
、「
コ
シ
コ
ト
」
と
あ
る
部
分

も
含
め
て
、
訓
み
お
よ
び
意
味
は
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
茂
檜
」（
45
行
〈
四
紙
裏
〉）
の
「
茂
」
に
「
ホ
コ
」
が
振
ら
れ
て
い
る
箇
所

も
、
本
来
は
「
茂い

か

し
」
と
訓
ま
れ
る
べ
き
で
あ
り
傍
訓
と
し
て
は
不
適
当
で
あ
る
。
こ
の
傍
訓
「
ホ
コ
」
は
、
続
く
「
檜
」
が
そ
も
そ
も
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「
槍
」
の
誤
記
で
、こ
の
「
槍
」
に
施
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
本
文
文
字
の
誤
り
に
は
、ほ
か
に
「
日
飼
」（
9
行
〈
二
紙
裏
〉）

は
「
日
嗣
」
の
、
ま
た
「
大
兆
」（
29
行
〈
三
紙
裏
〉）
は
「
太
兆
」
の
誤
記
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
、
ふ
だ
ん
祝
詞
に
習
熟
し
て
い
れ

ば
あ
り
え
な
い
、
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
修
訂
を
加
え
て
し
か
る
べ
き
誤
記
で
あ
る
。

　

な
お
、
以
上
の
点
は
⑵
に
も
ほ
ぼ
共
通
し
て
看
取
で
き
る
。
つ
と
に
藤
森
氏
が
想
定
さ
れ
た
と
お
り
⑴
・
⑵
共
通
祖
本
の
存
在
は
疑
い

な
く
、
こ
れ
ら
の
誤
記
や
傍
訓
不
備
は
共
通
祖
本
段
階
で
の
状
態
を
伝
え
る
も
の
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
。
す
る
と
、
必
然
的
に
⑴
・
⑵

書
写
者
が
、
ど
の
程
度
天
神
寿
詞
の
内
容
を
理
解
で
き
て
い
た
か
に
は
大
き
な
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
そ
も
そ
も
共
通
祖
本
の
作

成
が
本
文
・
傍
訓
い
ち
ど
き
に
同
一
人
物
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
共
通
祖
本
の
本
文
と
傍
訓
間
に
す
で
に
書
写
者
・
書

写
時
期
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
の
か
、
本
文
に
も
文
脈
不
明
瞭
な
箇
所
が
あ
る
こ
と
は
本
文
そ
の
も
の
も
複
数
の
こ
と
な
る
親
本
か
ら
の

継
ぎ
接
ぎ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
果
た
し
て
藤
波
家
の
内
部
で
生
成
さ
れ
た
天
神
寿
詞

な
の
か
。
多
角
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
さ
い
⑴「
于
時
応
永
八
年
辛
巳
十
一
月
三
日
書
写
畢
」、
⑵「
伊
忠
卿
之
御
本

於
被
下
書
之
、
守
晨
之
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
の
由
緒
を
記
す
も
の
の
、「
太
刀
言
」（
23
行
〈
三
紙
表
〉）
に
「
フ
ト
ノ
ヿ
」
と
す
る
点

は
―
中
世
に
合
略
仮
名
「
ヿ
」
が
ま
っ
た
く
使
用
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど（

（4
（

―
や
は
り
大
き
な
違
和
感
が
残
る
部
分
で
あ
る
。
⑵

に
書
写
年
月
日
を
明
記
し
な
い
点
も
不
審
を
拭
え
な
い
。
書
写
識
語
じ
た
い
も
額
面
通
り
に
受
け
取
っ
て
よ
い
も
の
か
、
つ
ま
り
⑴
・
⑵

成
立
の
時
期
に
つ
い
て
さ
え
い
っ
そ
う
慎
重
な
判
断
が
要
さ
れ
よ
う
。

　
　
お
わ
り
に
か
え
て

　
『
大
中
臣
祭
主 

藤
波
家
の
歴
史
』
以
来
、
大
中
臣
祭
主
藤
波
家
の
な
か
で
名
乗
り
に
用
い
た
「
親
」
字
は
「
む
つ
」
と
読
ま
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
実
際
に
「
親
」
字
を
も
っ
た
歴
代
の
そ
の
同
時
代
史
料
の
洗
い
直
し
作
業
を
つ
う
じ
、「
親
」
は 
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「
ち
か
」
と
読
ま
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ま
ず
親
定
の
前
後
の
時
代
に
お
け
る
輔
親
や
親
仲
の
「
親
」
字
は
、い
ず
れ
も
「
む
つ
」
と
は
読
ま
れ
て
（
呼
ば
れ
て
）
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
か
れ
ら
の
周
辺
に
い
た
文
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
生
成
さ
れ
た
仮
名
史
料
が
い
ず
れ
も
「
ち
か
」
と
記
す
こ
と
か
ら
確

実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
中
臣
ノ
祭
主
正
四
位
上
行
神
祇
大
副
大
中
臣
親ム

ツ

定
」
の
記
載
を
根
拠
に
、
翻
っ
て
大
中
臣
祭
主
藤
波
家
で
は 

「
親
」
を
「
む
つ
」
と
読
ん
だ
と
遡
及
さ
せ
て
考
え
る
こ
と
は
牽
強
付
会
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

ま
た
「
天
仁
元
年
（
鳥
羽
天
皇
）
中
臣
寿
詞
」
の
資
料
的
性
格
に
つ
い
て
も
一
考
を
進
め
た
。
同
天
津
寿
詞
は
、
そ
の
識
語
に
よ
っ
て

こ
れ
じ
た
い
を
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
部
分
的
・
限
定
的
あ
る
い
は
そ
の
そ
の
も
信
憑
性
じ
た
い
も
再
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

　
「
天
仁
元
年
（
鳥
羽
天
皇
）
中
臣
寿
詞
」
の
性
格
を
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
す
る
な
ら
ば
、「
中
臣
ノ
祭
主
正
四
位
上
行
神
祇
大
副
大
中

臣
親ム

ツ

定
」
と
、
何
故
「
親
」
字
に
だ
け
傍
訓
を
施
し
た
の
だ
ろ
う
。
⑴
お
よ
び
⑵
の
書
写
者
が
と
も
に
天
神
寿
詞
の
内
容
お
よ
び
訓
み
を

充
分
に
咀
嚼
出
来
て
い
な
い
と
思
し
き
こ
と
を
考
慮
す
る
に
、
冒
頭
の
「
皇ス

ヘ

親ム
ツ

神
漏
伎
・
神
漏
美
」（
5
行
〈
二
紙
表
〉）
の
「
親
」―
こ

れ
は
正
し
い
傍
訓
で
、「
ス
メ
ム
ツ
」
で
「
皇
統
に
基
づ
く
親
し
い
」
の
意（

（4
（

―
を
機
械
的
に
写
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
親
定
の
名
前
に
付

し
た
の
は
蛇
足
で
あ
っ
た（

（5
（

な
ど
の
事
情
を
想
定
す
る
…
…
と
い
う
の
が
関
の
山
で
は
な
い
か
。

　

論
も
理
も
と
も
な
わ
ず
、
た
だ
只
管
に
人
物
の
名
前
の
読
み
に
つ
い
て
管
見
に
触
れ
る
限
り
の
史
料
上
の
記
載
を
拾
い
、
付
け
焼
き
刃
に 

隣
接
学
問
分
野
の
知
見
も
借
用
し
つ
つ
「
親
定
」
の
読
み
に
検
討
を
加
え
て
き
た
。
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
が
、
す
で
に
論
者
の
能
力
の

範
疇
を
逸
脱
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
国
文
学
や
神
道
学
の
専
門
的
知
見
か
ら
の
後
考
を
俟
つ
こ
と
と
し
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
の
成
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
と
く
に
三
節
に
お
け
る
歴
史
的
仮
名
遣
い
や
道
果
本
『
古
事
記
』
に
お
け
る
合
略
仮
名
「
ヿ
」

の
実
例
の
存
在
に
つ
い
て
、
高
橋
俊
之
氏
（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
客
員
研
究
員
）
よ
り
有
益
な
教
示
を
賜
っ
た
こ
と
を
記
し

て
謝
辞
に
代
え
た
い
。
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註

　
（
１
）�　
『
國
學
院
の
古
文
書
』（
國
學
院
大
學 

研
究
開
発
推
進
機
構 

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
一
）。

　
（
２
）�　
『
國
學
院
大
學 

日
本
文
化
研
究
所
報
』
No.

 

169
、
182
、
199
、
200
、
252
。

　
（
３
）�　

粕
谷
興
紀
「
中
臣
寿
詞
」（『
延
喜
式
祝
詞 

付
中
臣
寿
詞
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
三
）。

　
（
４
）�　

藤
森
馨
「
古
代
の
大
中
臣
祭
主
家
」（
藤
波
家
文
書
研
究
会
編
『
大
中
臣
祭
主 

藤
波
家
の
歴
史
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
三
）。

　
（
５
）�　
『
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
一
九
（
二
〇
二
五
・
三
）。
な
お
、
藤
森
氏
は
「
訓
み
」
と
表
記
し
て
い
る
（
質
疑
で
の
発
言
も
〝
訓
み
〟
を

念
頭
に
さ
れ
た
も
の
か
）
が
、
名
乗
り
が
音
声
と
し
て
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
た
か
と
い
う
意
味
を
問
う
本
稿
に
お
い
て
は
「
読
み
」
と
用
字
す
る
。

　
（
６
）�　
『
権
記
』
長
保
三
年
十
月
八
日
条
。

　
（
７
）�　

田
島
智
子
「
道
長
と
屏
風
歌
―
長
保
三
年
東
三
条
院
詮
子
四
十
賀
屏
風
を
中
心
に
」（『
和
歌
文
学
研
究
』
七
二
、
一
九
九
六
・
六
）。

　
（
８
）�　
『
小
記
目
録
』
寛
弘
元
年
十
月
十
九
日
条
。

　
（
９
）�　
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
五
年
十
月
二
十
九
日
条
。

　
（
10
）�　
『
御
堂
関
白
記
』
長
保
元
年
九
月
七
日
条
。

　
（
11
）�　
『
小
右
記
』
寛
仁
二
年
正
月
二
十
一
日
条
。

　
（
12
）�　
「
長
保
五
年
左
大
臣
道
長
歌
合
」（『
平
安
朝
歌
合
大
成 

増
補
新
訂
』
第
二
巻
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
五
）
で
は
、
一
番
の
歌
人
と
し
て
兼
澄

が
配
さ
れ
出
詠
し
て
い
る
。

　
（
13
）�　

小
町
谷
照
彦
「
兼
澄
集
の
諸
本
に
つ
い
て
」（『
国
文
学
ノ
ー
ト
』
七
、
一
九
七
〇
・
三
）、
福
井
迪
子
「
解
説　
『
源
兼
澄
集
』
の
伝
本
と
本
文
」

（
春
秋
会
編
『
源
兼
澄
集
全
釈
〈
私
家
集
全
釈
叢
書
10
〉』
風
間
書
房
、
一
九
九
一
）。

　
（
14
）�　
『
源
兼
澄
集
』
81
・
98
・
100
・
102
番
歌
。

　
（
15
）�　

蜂
須
賀
家
本
『
紫
式
部
日
記
絵
詞
』
の
割
注
に
は
、「
伊
勢
斎
主
す
け
ち
か
ゞ
女
」
と
あ
る
。

　
（
16
）�　

秋
山
虔
「
解
説
」（『
黒
川
本
紫
日
記
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
〇
）。

　
（
17
）�　

榊
原
家
所
蔵
・
公
益
財
団
法
人
旧
高
田
藩
和
親
会
管
理
「
榊
原
家
史
料
」
榊
原
本
私
家
集
の
「
和
泉
式
部
集　

上
・
下
」「
和
泉
式
部
集　

続
集
」

を
底
本
と
し
た
、
青
木
賜
鶴
子
『
和
泉
式
部
集
・
和
泉
式
部
続
集
〈
和
歌
文
学
大
系
53
〉』（
明
治
書
院
、
二
〇
二
四
）
は
、
同
歌
詞
書
を
「
こ（
卵
）の

か（
形
）た
し
た
る
わ（

割
）り
ご（

子
）を
、
さ（

祭
主
）

い
す
ヽ（

輔

親

）

け
ち
か
か
り
て
か
へ
す
と
て
、
か
り
の
こ（

子
）を
い
れ
て
」
と
す
る
。
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（
18
）�　
「
和
泉
式
部
Ⅰ
」（
和
歌
史
研
究
会
編
『
私
家
集
大
成　

第
二
巻　

中
古
Ⅱ
』
明
治
書
院
、
一
九
七
五
）。

　
（
19
）�　
「
解
説　
『
後
拾
遺
和
歌
集
』」（
近
藤
み
ゆ
き
・
松
本
真
奈
美
『
後
拾
遺
和
歌
集
〈
和
歌
文
学
大
系
33
〉』
明
治
書
院
、
二
〇
二
二
）。

　
（
20
）�　

森
本
元
子
「
後
拾
遺
集
伊
勢
大
輔
の
歌
一
首
」（『
和
歌
史
研
究
会
会
報
』
四
一
、
一
九
七
一
）。

　
（
21
）�　

平
安
京
の
輔
親
の
「
六
条
の
い
へ
」
は
、
天
橋
立
を
模
し
て
い
た
た
め
そ
れ
に
擬
え
て
「
海
橋
立
」
と
呼
ば
れ
た
（『
拾
芥
抄
』）。

　
（
22
）�　
『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
長
元
四
年
六
月
条
。

　
（
23
）�　
『
小
右
記
』
長
元
四
年
八
月
二
十
六
日
条
ほ
か
。

　
（
24
）�　

森
瑞
枝
「
大
中
臣
相
伝
和
歌
説
話
の
形
成
」（『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
七
三
、
一
九
九
四
・
三
）。

　
（
25
）�　

後
藤
祥
子
「
伊
勢
大
輔
伝
記
考
」（
山
中
裕
編
『
平
安
時
代
の
歴
史
と
文
学　

文
学
編
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
）。

　
（
26
）�　

森
氏
前
掲
注
（
24
）。

　
（
27
）�　
『
大
中
臣
祭
主 

藤
波
家
の
歴
史
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
三
）。

　
（
28
）�　　
　
金
葉
集
の
奥
に
御
ら
ん
じ
あ
は
れ
べ
と
お
ぼ
し
く
て
か
き
つ
け
て
は
べ
り
け
る

　
　
　
　

な
な
そ
ぢ
に
み
ち
ぬ
る
し
ほ
の
は
ま
ひ
さ
ぎ
ひ
さ
し
く
も
よ
に
む
も
れ
ぬ
る
か
な

　
（
29
）�　

関
根
慶
子
『
散
木
奇
歌
集
の
研
究
と
校
本
』（
明
治
図
書
、
一
九
五
二
）、
同
「
散
木
奇
歌
集
の
研
究
」（『
阿
波
本
散
木
奇
歌
集 

本
文
校
異
篇
』

風
間
書
房
、
一
九
七
九
）、
平
沢
五
郎
「
散
木
奇
歌
集
伝
本
考
⑴
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
二
三
、
一
九
八
八
）。

　
（
30
）�　

以
下
、
同
本
の
書
誌
情
報
や
伝
本
上
の
位
置
付
け
な
ど
は
、
す
べ
て
川
村
晃
生
「
解
題
」（
財
団
法
人
冷
泉
時
雨
亭
文
庫
編
『
散
木
奇
歌
集 

〈
冷
泉
時
雨
亭
叢
書　

第
二
十
四
巻
〉』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
三
）
に
よ
っ
た
。

　
（
31
）�　
『
中
右
記
』
康
和
五
年
十
月
二
十
二
日
条
ほ
か
。

　
（
32
）�　
『
中
右
記
』
元
永
二
年
正
月
二
十
四
日
条
。

　
（
33
）�　
『
九
条
家
歴
世
記
録　

一
〈
図
書
寮
叢
刊
〉』（
宮
内
庁
書
陵
部
、
一
九
八
九
）。

　
（
34
）�　

こ
の
ほ
か
天
永
三
年
（
一
一
一
二
）（『
中
右
記
』
同
年
十
二
月
十
一
日
条
）
や
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）（『
朝
野
群
載
』
第
六
。
同
年
八
月
二
日
付 

「
太
政
官
符
」）
に
も
同
様
の
記
載
が
あ
り
、
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
時
点
ま
で
は
前
常
陸
介
で
あ
っ
た
こ
と
に
疑
い
な
い
。

　
（
35
）�　
『
中
右
記
』
大
治
二
年
正
月
十
六
日
条
。

　
（
36
）�　

128
「
中
臣
大
系
図
」（
83
、
MF

 

6
）。
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
『
藤
波
家
文
書
』
の
う
ち
。
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（
37
）�　

川
村
晃
生
「
解
題
」（
財
団
法
人
冷
泉
時
雨
亭
文
庫
編
『
散
木
奇
歌
集
〈
冷
泉
時
雨
亭
叢
書　

第
二
十
四
巻
〉』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
三
）。

　
（
38
）�　

十
一
世
紀
半
ば
の
祭
主
大
中
臣
永
輔
は
、
家
子
郎
等
を
駆
使
し
、
伊
勢
神
宮
行
政
へ
の
影
響
力
を
お
よ
ぼ
し
て
い
っ
た
。『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』

康
平
二
年
十
月
二
十
三
日
条
に
は
、
度
会
宮
時
殺
害
事
件
の
さ
い
に
宮
時
の
追
捕
を
命
じ
た
祭
主
目
代
は
永
輔
の
伯
従
父
頼
経
で
あ
っ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
39
）�　

以
下
、
天
神
寿
詞
に
つ
い
て
は
、
青
木
紀
元
編
『
新
版 

祝
詞
』（
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
、
二
〇
二
二
〈
初
一
九
七
五
〉）、
同
「
大
祓
の 

詞
と
天
つ
神
の
寿
詞
」（『
祝
詞
古
伝
承
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
）、
粕
谷
興
紀
「（
付
）
中
臣
寿
詞
」（『
延
喜
式
祝
詞 

付
中
臣
寿
詞
』

和
泉
書
院
、
二
〇
一
三
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

　
（
40
）�　

西
田
長
男
「
中
臣
寿
詞
攷
―
新
発
見
の
遺
文
を
中
心
に
―
」（『
神
道
史
の
研
究　

第
二
』
理
想
社
、
一
九
五
七
）。

　
（
41
）�　

藤
森
馨
「
新
発
見
の
藤
波
家
所
蔵
『
中
臣
秘
書
（
天
神
寿
詞
）』
の
紹
介
と
考
察
」（『
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
七
〇
、
一
九
九
二
・
九
）。

　
（
42
）�　
『
台
記
（
別
記
）』
康
治
元
年
十
一
月
十
六
日
条
（『
増
補 

史
料
大
成
』
第
二
四
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
）。

　
（
43
）�　

青
木
紀
元
「
中
臣
寿
詞
の
基
礎
的
資
料
」（『
祝
詞
古
伝
承
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
）。

　
（
44
）�　

粕
谷
前
掲
注
（
3
）。

　
（
45
）�　

寛
智
『
悉
曇
要
集
記
』（
承
保
二
年
〈
一
〇
七
五
〉
成
立
）。
ま
た
菊
澤
季
生
『
国
語
音
韻
論
』（
賢
文
館
、
一
九
三
五
）、
築
島
裕
『
歴
史
的
仮

名
遣
い 

そ
の
成
立
と
特
徴
〈
読
み
直
す
日
本
史
〉』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
〈
初
一
九
八
六
〉）
も
参
照
。

　
（
46
）�　
『
台
記
』
康
治
元
年
十
一
月
三
十
日
条
（『
史
料
纂
集
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
六
）。

　
（
47
）�　

こ
の
ほ
か
「
て
」
に
つ
い
て
も
、「
天
仁
元
年
（
鳥
羽
天
皇
）
中
臣
寿
詞
」
で
は
「
天
」
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
た
い
し
、「
康
治
元
年 

（
近
衛
天
皇
）
天
神
寿
詞
」
で
は
一
貫
し
て
「
弖
」
と
用
字
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
検
討
上
の
参
考
と
な
ろ
う
。

　
（
48
）�　
『
古
事
記
』
諸
写
本
中
、
最
古
の
真
福
寺
本
に
遅
れ
る
こ
と
十
年
ほ
ど
で
成
立
し
た
、
い
わ
ゆ
る
道
果
本
（
永
徳
元
年
〈
一
三
八
一
〉
写
。 

『
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書　

第
一
巻　

古
事
記
道
果
本　

播
磨
国
風
土
記
』
八
木
書
店
、
二
〇
一
六
に
よ
る
）
の
「
序
幷
」
に
は
「
歩
驟
」
に

た
い
し
「
ウ
ク
ツ
ク
ヿ
」
と
合
略
仮
名
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
（
49
）�　

西
宮
一
民
「
祝
詞
の
表
記
と
訓
読
」（『
神
道
史
研
究
』
一
六
巻
一
号
、
一
九
六
八
）。

　
（
50
）�　

そ
の
さ
い
本
居
宣
長
が
「
康
治
元
年
（
近
衛
天
皇
）
天
神
寿
詞
」
の
校
訂
や
考
察
を
経
た
う
え
で
最
終
的
な
清
書
本
に
傍
訓
を
施
さ
な
か
っ
た

こ
と
の
意
味
を
我
わ
れ
は
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。


